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未
来
を
芽
吹
か
せ
る
食
材
：
発
芽
大
豆
の
可
能
性

―

代
替
食
品
の
最
前
線―



フ
ー
ド
テ
ッ
ク
と
は
？

Ｓ
ｐ
ｒ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｘ
株
式
会
社

日
本
発
の
挑
戦
と
し
て
、
発
芽
大
豆
を
武
器

に
食
の
常
識
を
変
え
よ
う
と
し
て
い
る
の
が
Ｓ

ｐ
ｒ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｘ
だ
。
Ｓ
ｐ
ｒ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｘ
株
式
会

社
は
、
「
人
類
の
幸
せ
・
進
歩
」
と
「
地
球
・

生
物
と
の
調
和
」
へ
の
貢
献
を
掲
げ
、
独
自
の

発
芽
技
術
「
Ｏ―

Ｓ
Ｍ
（O

chiai
Sprouting

M
ethod

）
」
を
核
と
し
た
、
持
続
可
能
な
植

物
由
来
の
食
品
開
発
に
取
り
組
む
フ
ー
ド
テ
ッ

ク
企
業
で
あ
る
。
「
発
芽
技
術
で
拓
く
、
持
続

可
能
な
植
物
食
品
」
。
脱
炭
素
社
会
の
実
現
、

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
事
業
創
出
、
人
々
の
健
康
を

支
え
る
次
世
代
食
品
の
開
発―

―

Ｓ
ｐ
ｒ
ｏ
ｕ

Ｔ
ｘ
は
、
食
の
未
来
を
根
本
か
ら
変
え
る
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
を
日
本
か
ら
発
信
し
て
い
る
。
そ

の
最
前
線
に
迫
る
。

2024年設立
本社:熊本県

阿蘇くまモン空港近く

世
界
の
食
は
、
い
ま
大
き
な
岐
路
に
立
っ
て

い
る
。
人
口
増
加
に
よ
る
食
料
不
足
、
畜
産
が

も
た
ら
す
環
境
負
荷
、
生
活
習
慣
病
な
ど
の
健

康
課
題―

―

こ
れ
ら
の
問
題
は
未
来
に
深
刻
な

影
を
落
と
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
課
題
を
解
決

す
る
た
め
に
生
ま
れ
た
の
が
「
フ
ー
ド
テ
ッ

ク
」
だ
。
食
品
産
業
に
お
け
る
技
術
革
新
を
意

味
し
、
生
産
か
ら
加
工
、
流
通
、
消
費
ま
で
、

あ
ら
ゆ
る
段
階
で
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
活
用
し
、

効
率
と
品
質
を
高
め
る
取
り
組
み
で
あ
る
。
農

業
に
お
け
る
ド
ロ
ー
ン
や
セ
ン
サ
ー
の
利
用
、

食
品
保
存
技
術
の
進
化
、
植
物
由
来
の
代
替
肉

や
培
養
肉
の
開
発
な
ど
、
フ
ー
ド
テ
ッ
ク
は
持

続
可
能
な
未
来
を
実
現
す
る
鍵
と
し
て
世
界
中

で
注
目
さ
れ
て
い
る
。

近
年
、
こ
の
分
野
は
急
速
に
発
展
し
、
市
場

規
模
は
今
後
さ
ら
に
拡
大
す
る
見
込
み
だ
。
農

林
水
産
省
の
試
算
に
よ
れ
ば
、
世
界
の
フ
ー
ド

テ
ッ
ク
市
場
は
２
０
２
０
年
の
約
２
４
兆
円
か

ら
、
２
０
５
０
年
に
は
約
２
８
０
兆
円
へ
と
１

２
倍
に
成
長
す
る
と
予
測
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ

は
既
存
の
食
料
市
場
の
成
長
率
を
大
き
く
上
回

り
、
２
０
５
０
年
に
は
食
料
市
場
全
体
の
約
６

割
を
占
め
る
可
能
性
が
あ
る
。
中
で
も
代
替
肉

市
場
は
最
大
の
成
長
分
野
と
さ
れ
、
２
０
２
５

年
の
１
２
兆
円
か
ら
２
０
５
０
年
に
は
１
３
８

兆
円
規
模
に
達
す
る
と
見
込
ま
れ
て
い
る
。

フ
ー
ド
テ
ッ
ク
は
、
食
の
未
来
を
根
本
か
ら
変

え
る
産
業
と
な
る
だ
ろ
う
。

フードテック推進により解決が期待される問題

フードテック市場予測

代替肉
138

完全栄養食
57.5

スマート
キッチン

26.3

その他
33.2

昆虫資料
24.2

280兆円

24兆円

出展：農林水産省「フードテックに関わる市場調査」

・人口増加による食料不足・飢餓
・フードロス（食品ロス）の削減
・業務の最適化・人手不足の改善
・食の安全性向上
・多様な食習慣ニーズへの対応

出展：農林水産省「世界の食料需給の見通し」

 世界の食料需要見通し (2050年)

◆世界の食料需要量は、2050年には
2010年比1.7倍(58億トン)になる見通し

◆畜産物(1.8倍)と穀物(1.7倍)は増加率が
大きくなっている
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発
芽
技
術
Ｏ―

Ｓ
Ｍ
と
は
？

Ｓ
ｐ
ｒ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｘ
の
中
核
を
な
す
の
が
、
代

表
取
締
役
社
長
落
合
孝
次
氏
が
開
発
し
た
発
芽

制
御
技
術
「
Ｏ―
Ｓ
Ｍ
（O

chiai
Sprouting

M
ethod

）
」
だ
。
落
合
氏
に
よ
る
３
０
年
に

わ
た
る
発
芽
研
究
の
蓄
積
を
も
と
に
、
種
子
が

発
芽
す
る
際
の
環
境
を
徹
底
的
に
科
学
し
、
酸

素
濃
度
、
二
酸
化
炭
素
濃
度
、
温
度
、
水
分
と

い
っ
た
４
つ
の
パ
ラ
メ
ー
タ
を
３
０
０
０
通
り

以
上
に
細
か
く
制
御
す
る
。
こ
れ
に
よ
り
発
芽

し
た
大
豆
は
、
本
来
持
つ
様
々
な
物
質
の
含

有
量
を
変
化
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
従
来

の
発
芽
法
で
は
実
現
で
き
な
か
っ
た
栄
養

価
・
消
化
性
・
美
味
し
さ
の
最
適
化
を
可
能

に
し
た
。

発
芽
に
よ
っ
て
、
大
豆
の
タ
ン
パ
ク
質
や

食
物
繊
維
、
ビ
タ
ミ
ン
類
は
大
き
く
変
化
す

る
。
タ
ン
パ
ク
質
の
分
子
量
を
低
分
子
化
し
、

消
化
吸
収
性
を
高
め
る
と
と
も
に
、
ビ
タ
ミ

ン
Ｅ
や
Ｂ
群
な
ど
の
栄
養
素
、
不
溶
性
・
水

溶
性
食
物
繊
維
を
大
幅
に
増
加
さ
せ
る
。

さ
ら
に
、
味
や
食
感
の
面
で
も
革
新
を
も

た
ら
す
。
発
芽
を
制
御
す
る
こ
と
で
、
豆
特

有
の
青
臭
さ
を
持
つ
物
質
が
抑
え
ら
れ
、
旨

味
が
引
き
出
さ
れ
る
。
分
子
レ
ベ
ル
で
の
タ

ン
パ
ク
質
構
造
の
変
化
に
よ
り
、
卵
や
乳
、

肉
、
魚
と
い
っ
た
動
物
性
食
品
の
食
感
や
特

性
を
植
物
素
材
で
再
現
す
る
こ
と
を
可
能
に

な
り
、
従
来
の
植
物
性
食
品
で
課
題
と
さ
れ

て
き
た
「
消
化
の
し
に
く
さ
」
「
栄
養
価
の

不
足
」
「
青
臭
さ
」
を
根
本
か
ら
解
決
し
て

い
る
。

Ｓ
ｐ
ｒ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｘ
の
特
徴
は
「
丸
ご
と
豆

を
発
芽
さ
せ
る
」
点
に
あ
る
。
他
社
で
は
コ

ス
ト
削
減
や
加
工
性
を
重
視
し
、
脱
脂
大
豆

を
原
料
と
す
る
ケ
ー
ス
が
一
般
的
だ
が
、
脱

脂
に
よ
り
本
来
の
栄
養
価
は
失
わ
れ
る
。
Ｓ

ｐ
ｒ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｘ
は
豆
を
丸
ご
と
活
用
し
、
発

芽
に
よ
っ
て
栄
養
素
や
食
物
繊
維
、
ビ
タ
ミ

ン
を
余
す
こ
と
な
く
引
き
出
し
、
分
子
レ
ベ

ル
で
の
消
化
性
と
美
味
し
さ
を
実
現
す
る
。

脱
脂
大
豆
で
は
得
ら
れ
な
い
“
全
体
性
”
と

“
自
然
な
栄
養
バ
ラ
ン
ス
”
こ
そ
が
、
Ｓ
ｐ

ｒ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｘ
の
強
み
だ
。

O-SM発芽処理による大豆中の遊離アミノ酸含量の変化
（未発芽と16時間発芽の比較）

発芽による大豆の食物繊維の含有量変化

Megat, R. M. R., A. Azrina, and M. E. Norhaizan. “Effect of germination on total dietary fibre
and total sugar in selected legumes.” International Food Research Journal 23.1 (2016): 257.
より引用

*1豆類/だいず/［その他］/豆乳/豆乳]: 
日本食品標準成分表（八訂）増補2023年】
プロスキー変法より引用

*2 O-SMを用いた濃縮発芽豆乳: 
一般財団法人日本食品検査(プロンスキー法)     
による分析結果

豆乳の食物繊維総量の比較
（一般豆乳とO-SM豆乳）
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製
造
プ
ロ
セ
ス

Ｓ
ｐ
ｒ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｘ
の
中
核
を
な
す
の
は
、

独
自
開
発
の
発
芽
制
御
技
術
「
Ｏ―

Ｓ
Ｍ
」

だ
。
こ
こ
か
ら
は
、
そ
の
技
術
が
ど
の
よ
う

に
製
造
工
程
に
活
か
さ
れ
て
い
る
の
か
を

追
っ
て
い
く
。

①
原
料
倉
庫

Ｓ
ｐ
ｒ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｘ
の
製
造
は
、
原
料
選
び

か
ら
始
ま
る
。
倉
庫
に
は
、
世
界
各
地
か
ら

集
め
ら
れ
た
多
様
な
豆
が
並
ぶ
。
こ
こ
で
重

要
な
の
は
、
製
品
に
合
わ
せ
て
最
適
な
豆
を

選
定
す
る
こ
と
だ
。
例
え
ば
、
Ｏ―

Ｓ
Ｍ
で

発
芽
さ
せ
た
大
豆
を
使
っ
て
肉
の
よ
う
な
弾

力
を
も
つ
Ｔ
Ｖ
Ｐ(T

extured
V
egetable

P
rotein

）
が
生
産
さ
れ
る
。
エ
ン
ド
ウ
豆
の

場
合
は
、
ツ
ナ
や
鶏
肉
の
よ
う
な
繊
維
質
な

繊
維
質
な
食
感
を
も
つ
Ｔ
Ｖ
Ｐ
が
生
産
さ
れ

る
。
こ
の
よ
う
に
、
豆
の
特
性
を
理
解
し
、

用
途
に
応
じ
て
選
び
抜
く
こ
と
で
、
卵
、
乳
、

肉
、
魚
と
い
っ
た
多
様
な
代
替
食
品
を
実
現

し
て
い
る
。

②
発
芽

③
混
合

Ｓ
ｐ
ｒ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｘ
の
革
新
は
、
こ
の
発
芽

工
程
に
凝
縮
さ
れ
て
い
る
。
独
自
技
術
「
Ｏ

―

Ｓ
Ｍ
」
は
、
発
芽
に
必
要
な
４
つ
の
要
素

―

酸
素
、
二
酸
化
炭
素
、
温
度
、
水
分―

を

緻
密
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
。
発
芽
は
専
用

タ
ン
ク
で
行
わ
れ
、
温
度
は
１
０
度
か
ら
３

５
度
ま
で
の
範
囲
で
管
理
さ
れ
る
。
酸
素
や

二
酸
化
炭
素
の
濃
度
、
水
分
量
を
変
え
な
が

ら
、
３
０
０
０
通
り
以
上
の
条
件
を
設
計
す

る
。
二
酸
化
炭
素
を
加
え
る
の
は
、
環
境
を

酸
性
側
に
傾
け
る
た
め
だ
。

生
き
て
い
る
大
豆
を
使
用
し
、
発
芽
に

よ
っ
て
眠
っ
て
い
る
大
豆
を
目
覚
め
さ
せ
る
。

そ
し
て
遺
伝
子
が
動
き
始
め
た
と
こ
ろ
で
大

豆
の
遊
離
ア
ミ
ノ
酸
組
成
を
自
由
に
変
え
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
を
豚
肉
に
近

い
味
、
魚
肉
に
近
い
味
、
牛
肉
に
近
い
味
な

ど
に
変
え
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
。

肉
用
・
乳
製
品
用
等
の
製
品
ご
と
に
発
芽

条
件
を
選
定
し
、
最
適
な
発
芽
環
境
で
発
芽

を
行
う
。

こ
の
工
程
は
、
単
な
る
「
発
芽
」
で
は
な

い
。
自
然
の
力
を
科
学
で
デ
ザ
イ
ン
し
、
味

と
栄
養
を
同
時
に
高
め
る
Ｓ
ｐ
ｒ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｘ

の
心
臓
部
で
あ
る
。

左：発芽促成装置
下：発芽タンク

発
芽
を
終
え
た
豆
は
、
次
の
ス
テ
ー
ジ
へ
進

む
。
そ
れ
が
「
混
合
工
程
」
だ
。
こ
こ
で
は
、

製
品
に
合
わ
せ
た
レ
シ
ピ
に
従
い
、
材
料
を
組

み
合
わ
せ
る
。
例
え
ば
、
Ｊ
Ａ
Ｓ
規
格
で
は
製

品
区
分
に
タ
ン
パ
ク
質
の
含
有
量
が
定
め
ら
れ

て
い
る
た
め
、
発
芽
し
た
大
豆
に
大
豆
タ
ン
パ

ク
の
粉
を
加
え
て
調
整
す
る
。

リボンミキサー
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④
膨
化

⑤
乾
燥

先
ほ
ど
混
ぜ
た
材
料
は
、
エ
ク
ス
ト
ル
ー

ダ
ー
で
高
温
加
熱
さ
れ
る
。
工
程
の
流
れ
は
こ

う
だ
。
ま
ず
、
材
料
を
加
熱
し
、
ゴ
ム
の
よ
う

な
物
性
状
態
に
変
化
さ
せ
、
さ
ら
に
液
体
状
態

へ
と
移
行
さ
せ
る
。
こ
の
と
き
、
約
１
０
気
圧

の
圧
力
が
か
か
っ
て
い
る
。
最
後
に
、
材
料
は

小
さ
な
穴
か
ら
大
気
中
へ
放
出
さ
れ
、
水
蒸
気

爆
発
が
起
き
る
。
急
激
な
圧
力
変
化
に
よ
っ
て
、

肉
の
よ
う
な
繊
維
状
の
構
造
が
形
成
さ
れ
る
。

膨
化
条
件
は
製
品
ご
と
に
設
計
さ
れ
て
い
る
。

過
熱
水
蒸
気
を
約
３
８
０
度
で
噴
射
さ
せ
、

冷
却
を
繰
り
返
す
こ
と
で
水
分
を
適
切
に
除

去
す
る
。
こ
の
工
程
に
よ
り
、
微
生
物
の
繁

殖
を
防
ぎ
、
製
品
の
軽
量
化
と
長
期
保
存
を

可
能
に
す
る
。

過
熱
水
蒸
気
を
用
い
る
の
は
、
空
気
を
温

め
た
温
風
で
乾
燥
さ
せ
る
よ
り
も
エ
ネ
ル

ギ
ー
効
率
が
良
く
、
燃
料
の
使
用
量
を
大
幅

に
低
減
で
き
、
二
酸
化
炭
素
排
出
量
の
削
減

に
も
寄
与
し
て
い
る
。

⑥
検
査
・
梱
包

製
品
は
膨
化
・
乾
燥
を
終
え
た
後
、
厳
し

い
検
査
工
程
へ
進
む
。
ま
ず
、
金
属
探
知
機

で
異
物
混
入
を
チ
ェ
ッ
ク
。
次
に
水
分
測
定

を
行
い
、
カ
ラ
ー
ソ
ー
タ
ー
で
画
像
選
別
を

実
施
し
、
焦
げ
た
物
を
除
去
す
る
。
最
後
に

計
量
し
、
袋
詰
め
し
て
梱
包
さ
れ
、
完
成
と

な
る
。

右：エクストルーダー
下：膨化後の発芽大豆

右：乾燥機
下：乾燥した発芽大豆

右：カラーソーター
下：NG品
(これくらいの焦げでも、
製品としてはNGとして
いる)

水分測定梱包様々な製品が保管
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製
品
に
つ
い
て

・
植
物
性
肉
・
魚
素
材

こ
の
よ
う
な
製
造
工
程
を
経
て
生
ま
れ
る
の

が
、
次
世
代
の
プ
ラ
ン
ト
ベ
ー
ス
食
品
だ
。
こ

こ
か
ら
は
、
そ
の
成
果
で
あ
る
製
品
ラ
イ
ン

ナ
ッ
プ
を
紹
介
し
よ
う
。

植
物
性
肉
・
魚
素
材
Ｔ
Ｖ
Ｐ
は
、
発
芽
大
豆

や
発
芽
エ
ン
ド
ウ
豆
を
丸
ご
と
使
用
し
、
独
自

技
術
で
肉
や
魚
に
近
い
繊
維
感
を
再
現
し
て
い

る
。
こ
れ
を
原
料
に
加
工
を
す
る
こ
と
で
、
ハ

ン
バ
ー
グ
、
ソ
ー
セ
ー
ジ
、
ツ
ナ
な
ど
幅
広
い

用
途
に
対
応
が
可
能
で
あ
る
。

低密度 ひき肉のような柔らかい食感

高密度 より弾力のある肉に近い食感強い繊維感 ツナや鮭など魚に近い食感

・
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
製
品

Ｓ
ｐ
ｒ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｘ
が
目
指
す
の
は
、
単
な

る
「
代
替
」
で
は
な
い
。
肉
や
魚
を
完
全
に

置
き
換
え
る
の
で
は
な
く
、
植
物
性
と
動
物

性
の
タ
ン
パ
ク
質
を
組
み
合
わ
せ
た
「
ハ
イ

ブ
リ
ッ
ド
」
に
よ
っ
て
、
新
し
い
食
文
化
を

提
案
、
商
品
開
発
し
て
い
る
。

•クリーンラベル
消費者にとって分かりやすい原材料表示を行い、
不要な添加物を排除する考え方。

•環境負荷軽減
動物性原料の使用量を減らすことで、
畜産由来のCO₂排出や水資源消費を大幅に削減できる。

そ
の
代
表
例
が
「
さ
な
が
ら
エ
ッ
グ
」
だ
。

Ｏ―

Ｓ
Ｍ
を
用
い
た
プ
ラ
ン
ト
ベ
ー
ス
の
植
物

性
代
替
卵
で
あ
り
、
鶏
卵
と
同
じ
加
熱
時
間
・

温
度
で
固
ま
る
と
い
う
特
性
を
持
つ
。
こ
れ
を

鶏
卵
と
混
ぜ
る
こ
と
で
、
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
卵
液

と
し
て
幅
広
い
卵
料
理
や
加
工
食
品
に
使
用
で

き
る
。
鶏
卵
の
お
い
し
さ
と
栄
養
を
維
持
し
な

が
ら
、
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
の
低
減
や
食
物
繊
維

の
強
化
を
実
現
す
る
。

実
は
、
大
阪
・
関
西
万
博
で
提
供
さ
れ
て
い

た
某
コ
ン
ビ
ニ
の
卵
サ
ン
ド
や
カ
ス
タ
ー
ド

シ
ュ
ー
に
も
採
用
さ
れ
て
い
る
（
卵
の
一
部
を

置
き
換
え
）
。
読
者
の
中
に
は
、
口
に
し
た
人

も
い
る
か
も
し
れ
な
い
。

さながらエッグ

＋鶏卵

ハイブリッド鶏卵
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試
食

試
食
で
驚
い
た
美
味
し
さ
。
そ
の
裏
側
に
は
、

緻
密
な
研
究
が
あ
る
。
Ｓ
ｐ
ｒ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｘ
の
研

究
所
で
は
、
Ｏ―

Ｓ
Ｍ
を
用
い
て
発
芽
さ
せ
た

豆
の
分
析
が
行
わ
れ
て
い
る
。
発
芽
条
件
に

よ
っ
て
栄
養
素
や
物
性
が
ど
う
変
化
す
る
の
か

―
―

そ
の
答
え
を
求
め
て
、
温
度
、
酸
素
、
二

酸
化
炭
素
、
水
分
の
組
み
合
わ
せ
を
検
証
す
る
。

ま
だ
、
こ
こ
に
は
世
界
中
か
ら
集
め
ら
れ
た

多
様
な
豆
が
並
ぶ
。
高
オ
レ
イ
ン
酸
大
豆
、
エ

ン
ド
ウ
豆…

…

そ
れ
ぞ
れ
の
特
性
を
見
極
め
、

新
し
い
原
料
と
し
て
活
用
で
き
る
か
を
分
析
す

る
。
タ
ン
パ
ク
質
の
分
子
構
造
、
ビ
タ
ミ
ン
の

増
減
、
食
物
繊
維
の
変
化―

―

す
べ
て
が
デ
ー

タ
化
さ
れ
、
次
世
代
食
品
の
設
計
図
と
な
る
。

さ
ら
に
、
研
究
所
は
新
製
品
開
発
の
拠
点
で

も
あ
る
。
チ
ャ
ー
シ
ュ
ー
や
エ
ビ
な
ど
の
１
．

５
次
加
工
品
や
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
チ
ー
ズ
な
ど
、

未
来
の
食
卓
を
彩
る
ア
イ
デ
ア
が
こ
こ
で
生
ま

れ
る
。
科
学
と
創
造
力
が
交
差
す
る
こ
の
場
所

こ
そ
、
Ｓ
ｐ
ｒ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｘ
の
革
新
の
源
泉
で
あ

る
。

研
究
所

ソーセージ

たまごサラダ

チーズ 錦糸卵

ヨーグルト

カスタードツナマヨ

チャーシュー

こ
こ
ま
で
紹
介
し
て
き
た
Ｓ
ｐ
ｒ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｘ

の
技
術
。
そ
の
成
果
を
実
際
に
試
食
さ
せ
て
い

た
だ
い
た
。

カ
ス
タ
ー
ド
、
ツ
ナ
マ
ヨ
、
た
ま
ご
サ
ラ
ダ
、

錦
糸
卵
、
チ
ー
ズ
、
ソ
ー
セ
ー
ジ
、
チ
ャ
ー

シ
ュ
ー
、
ヨ
ー
グ
ル
ト―

―
試
食
し
た
の
は
、

開
発
中
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
製
品
の
数
々
だ
。

見
た
目
は
完
全
に
本
物
。
代
替
素
材
が
使
わ

れ
て
い
る
と
は
思
え
な
い
。
一
口
食
べ
て
さ
ら

に
驚
く
。
味
も
食
感
も
、
従
来
の
卵
や
乳
、
肉

と
変
わ
ら
な
い
。
大
豆
が
原
料
と
聞
け
ば

「
豆
っ
ぽ
さ
が
あ
る
の
で
は
？
」
と
思
う
が
、

そ
の
予
想
は
裏
切
ら
れ
る
。
中
身
が
置
き
換

わ
っ
て
い
て
も
、
正
直
わ
か
ら
な
い
レ
ベ
ル
だ
。

特
に
カ
ス
タ
ー
ド
の
な
め
ら
か
さ
に
は
驚
い
た
。

繊
維
質
の
強
い
大
豆
か
ら
、
こ
こ
ま
で
ク
リ
ー

ミ
ー
な
食
感
を
生
み
出
せ
る
の
は
、
発
芽
技
術

と
素
材
選
定
の
成
果
だ
ろ
う
。
ソ
ー
セ
ー
ジ
や

チ
ャ
ー
シ
ュ
ー
も
同
様
だ
。
噛
み
応
え
、

ジ
ュ
ー
シ
ー
さ
、
風
味―

―

ど
れ
も
「
代
替

品
」
と
い
う
言
葉
を
忘
れ
さ
せ
る
。

従
来
の
代
替
食
品
は
素
材
の
特
徴
が
強
く
出

て
し
ま
い
、
「
代
替
品
感
」
が
残
る
イ
メ
ー
ジ

を
持
っ
て
い
る
人
も
多
い
。
し
か
し
Ｓ
ｐ
ｒ
ｏ

ｕ
Ｔ
ｘ
の
製
品
に
は
そ
れ
が
な
い
。
む
し
ろ

「
本
物
＋
新
し
い
価
値
」
を
感
じ
る
。
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所
感
・
謝
辞

所
感
（
ま
と
め
）

今
回
の
取
材
を
通
じ
て
、
Ｓ
ｐ
ｒ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｘ

様
の
発
芽
技
術
「
Ｏ―

Ｓ
Ｍ
」
を
核
と
し
た
取

り
組
み
は
、
単
な
る
代
替
食
品
の
開
発
に
と
ど

ま
ら
ず
、
持
続
可
能
な
食
の
未
来
を
切
り
拓
く

も
の
だ
と
強
く
感
じ
た
。
食
の
未
来
に
対
す
る

強
い
責
任
感
と
挑
戦
心
が
、
技
術
や
製
品
の
随

所
に
表
れ
て
い
。

一
方
で
、
代
替
食
品
に
は
「
美
味
し
く
な

い
」
「
本
当
に
安
全
な
の
か
」
と
い
っ
た
ネ
ガ

テ
ィ
ブ
な
イ
メ
ー
ジ
を
持
つ
人
も
い
る
。
し
か

し
、
実
際
に
試
食
し
た
製
品
は
、
味
や
食
感
と

も
に
従
来
の
食
品
と
遜
色
な
く
、
む
し
ろ
新
し

い
価
値
を
感
じ
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。
健
康
志

向
や
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
が
求
め
ら
れ
る
時
代

に
、
こ
う
し
た
有
用
な
食
品
が
よ
り
広
く
認
知

さ
れ
て
ほ
し
い
と
強
く
願
う
ば
か
り
だ
。

と
は
い
え
、
家
庭
な
ど
個
人
単
位
で
の
導
入

は
、
ま
だ
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
か
も
し
れ
な
い
。

ま
ず
は
、
飲
食
業
界
・
我
々
の
身
近
な
場
所
で

あ
る
会
社
食
堂
な
ど
多
く
の
人
が
利
用
す
る
場

か
ら
導
入
を
進
め
る
の
も
一
つ
の
方
法
な
の
か

も
し
れ
な
い
。
日
常
的
に
多
く
の
人
が
触
れ
る

こ
と
で
、
代
替
食
品
の
価
値
や
効
果
が
よ
り
実

感
さ
れ
、
社
会
全
体
へ
の
波
及
効
果
も
大
き
く

な
る
の
で
は
な
い
か
。

(

執
筆
：
製
品
化
製
造
技
術
部
平
井
正
裕)

謝
辞

こ
の
た
び
は
ご
多
忙
の
中
、
取
材
に
ご
協

力
い
た
だ
い
た
Ｓ
ｐ
ｒ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｘ
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長
落
合
様
、
取
締
役
吉
村

様
、
佐
々
木
様
、
村
山
様
を
は
じ
め
、
従
業

員
皆
様
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
工

場
や
研
究
所
の
ご
案
内
、
試
食
の
機
会
ま
で

ご
用
意
い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
皆
様
の
熱
意
と
誠
実
な
お
人
柄

に
触
れ
、
取
材
を
通
じ
て
多
く
の
学
び
と
刺

激
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
後
も
貴
社
の
さ

ら
な
る
ご
活
躍
と
、
食
の
未
来
を
切
り
拓
く

新
た
な
挑
戦
を
心
よ
り
楽
し
み
に
し
て
お
り

ま
す
。

研究所にて
左から吉村様、新山様、佐々木様、落合社⾧

ト技会取材班

本社にて
左から村山様、落合社⾧、ト技会取材班
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